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●旅の感動を
旅の感動が豊かさの源です。

●記録して
スマホやデジカメでたくさん撮りましょう。

●伝える
旅の感動や旅先での発見を思う存分に伝えましょう。

「旅れぽ」実例紹介＆ポイント

「旅れぽ」（（緒方水那）から

同じことを伝えるのでも、ちょっと表現を変えるだけで伝わる

効果は大違い。体験をどのように伝えたいかをイメージしてみ

ましょう。撮る時から表現は始まっています。伝え方をイメー

ジしながら真を撮ると表現の幅がぐっと広がります。言葉での

表現も楽しみましょう！
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「旅れぽ」by 緒方水那（解説：前川道博）
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http://www.mmdb.net/kanko/onsen/tabirepo/

■概要
パンフレットの載せ替えのような観光情報サイトに満足できない緒方水那さんが、旅する人の視点で

旅先の情報を伝えると、旅する人が本当に欲しい情報を得られるサイトになるという仮説の下、初めてt

手がけた旅れぽサイトが「宿さがし」です。

これをさらに発展させ、多くの旅行者が誰でも制作に参加できる観光情報サイトの構想が「旅れぽ」

の提案となりました。

単に旅しておしまいでは、あまりにもったいない話です。誰にとっても旅の思い出は大切です。です

から旅先では写真を撮り、それをアルバムに貼って一生の宝物にします。Webを使うと、それを際限なく

生涯かけて、自分の旅のアルバム（旅のポートフォリオ）作りを楽しむことができるようになります。

旅を楽しみ、旅した後で自分の旅の思い出作り（「旅れぽ」作成）を楽しみ、それをネット上に公開し

、多くの人たちに旅の情報を提供して役立ててもらうことで、それがまた自分の楽しみとなり、旅人の

立場に立った楽しい観光情報提供が参加型でできるようになります。

「旅れぽ」の制作は、自分の生き方を豊かにすることにも役立ちます。楽しみを表現に変え、自己表現

を豊かなものにすることができます。表現するといろいろなものが見えてくるようになります。見聞した

ものを知識に変えたり、いろいろなことの理解を深めるきっかけとなったりします。「「好きこそものの上

手」と言いますが、「「旅」は、学習の楽しさを味わうことのできる最良のテーマの一つです。

緒方水那さんが始めた「旅れぽ」は多くの人に「旅れぽ」の楽しさを伝え、既にいくつもの旅れぽサ

イトがネット上に出現してきました。

誰にとっても大切な旅の思い出は、旅をスマホやデジカメやビデオカメラで撮って記録することで形あ

るものとして永遠に残していくことができます。そうすることで、旅れぽは、皆が共有できる情報とな

り、社会全体を豊かものへと変える力すら持っています。

■カテゴリの構成
「カテゴリ」フォルダは旅ごとに分ける構成です。「イベント」「お店」などの横断的項目はその外側に括り出

しています。

●銀山温泉 能登屋旅館の旅

●東根温泉 花の湯ホテル 桃の旅

●（日帰り）さくらんぼ狩りの旅

●（日帰り）お釜＆蔵王温泉の旅

●イベント

●美味しいお店

「地域」フォルダは対象地域を村山地域（やまがた地域）にあらかじめ絞り、市町単位で次のように分け
ています。

●山形市 ●天童市 ●寒河江市 ●大江町 ●東根市 ●尾花沢市 ●大石田町

http://www.mmdb.net/kanko/onsen/tabirepo/


ここがポイント！

「うーん、おいしそう！」

お母さん、お父さんの表情も魅力的です。

ご同意いただいて、人の表情が伝えられるとそ

れだけで表現力は何倍もアップします。

お昼は一寸亭支店の『つめたい鳥そば』をいただきました。 広

果園から近いので出前をとってもらったんです。これが鶏 肉は

固いのですが、そのだしが溶け込んだスープの美味しい こと！

！あ〜！食べたい！

そして、ここのお父さん・お母さんはとっても楽しい方なん

です。桃狩りだけじゃなくてトークも絶対楽しめますよ♪

クリップのストーリー性にご注目！

単なるクリップの羅列ではなく、そこにストー

リーが出来ています。お見事！

まだ桃食べます！お蕎麦でお腹いっぱいでも食べます！！

( 笑 ) 黄金桃は川中島よりも酸味があるんですけど、これは

これで美味しいんです！納得いくまで桃を食べましょうね！

「うーん、行ってみたい」という気持ちにさせて

しまう表現の魅力は何？

旅れぽのご本人が登場してメッセージを皆さん

に伝えているからです。

相棒がいないとこういう「旅れぽ」は絶対にで

きません。自分で自分は撮れません！

山形県東根市羽入 1847（山形空港の西側）にある広果園に 桃

狩りに行ってきました！桃が木にたくさんなっていて、見 てい

るだけでわくわくしちゃいました♪桃は結構大きいの で、そ

う何個も食べられませんけど（平均２・３個だとか）、広果園の

桃狩りには制限時間がないので、時間をかければＯＫかな？入

園料は 600 円ですから、５個は食べたいかも！
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ここがポイント！

食事の内容をそっくり見せてしまうのもお見

事！

旅館の協力が得られればこそです。勝手にそれ

をすると問題が起きるかもしれません。ご注

意 を！

旅する人が本当に知りたいことは、旅館の様子

やサービスの内容など質的な側面。狙いどおり

それを伝えています。

もぅ食べきれないっ！ってくらいの量ですね！でも、お蕎 麦

とか芋煮とか、山形ならではのものって嬉しいですよね♪

美味しいお店は伝えたくなるものです。

紹介されるお店の立場でもハッピーです。

まずかったお店は？

紹介しない方がよいでしょう。

本で見つけたラーメン屋さん『勘鳥居』。納豆味噌ラーメ ン

目当てで行きました！え〜って言う人が多いんですけど、私は

写真を見て美味しいそうだと思ったんですよ。食べてみたら激

うまでしたよ！納豆と半熟卵でこくを増し、いつまでもアツア

ツのスープ…。でも、かいわれ大根でさっぱりしちゃうんです！

ここでしか味わえないラーメン！いかがですか♪

旅行者の視点から旅館を紹介しています。パ

ン フレットの紹介と何が違うかわかりますか？

宿などの紹介、特に内部の様子は了解を得てか

らにしましょう。

旅館のご協力を得て、ここまで紹介してしまう

こともまた「旅れぽ」の醍醐味です。

山形県東根市温泉町一丁目 7 番 12 号（東根温泉街入り口 す

ぐ）にある花の湯ホテルに泊まりました。大浴場・露天風呂・貸

切桧風呂（丸＆四角）があり、全部に入った私はお肌がテロン

テロンに光ってましたよ！
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ここがポイント！

上のページには実はカラクリが…。

映像クリップをクリックしていくと、ラーメ

ン が大きく、さらに大きく。

実に美味しそうに伝わります。

「食べた〜い」という気持ちになるまでいざない

ます！

そばをはしで持ち上げたポーズ！

こういう構図の決め方もポイントです。

やまぶきは天童市荒谷 1973-1361にあるお蕎麦屋さんで、

市内から山寺へ向かう途中にあります！お店の方をみてわか る

ように、とても温かい雰囲気のお蕎麦屋さんです♪入って すぐ

の所に囲炉裏もあるし♪いつも板そば ( 二人前 ) を注文 しま

す♪

＜主なメニュー＞せいろ：600 円 板そば（二人前）：1100  

円 鴨なんばん：950 円

＜営業＞ 11：00 〜 15：00 と 17：00 〜 19：00

美味しいお店の情報をどう伝えるかです。

お店、メニュー、お店の人、食事そのもの、美

味しく食べる様子。

情報が事足りています。

勘鳥居は東根市神町東 1-18-10 にあるラーメン屋さんで す

！勘鳥居の一番人気は ｢ 納豆味噌ラーメン ｣ ！！力強い太 めの

縮れ麺…。納豆と半熟卵でこくを増し、いつまでもアツ アツの

スープ…。かいわれ大根でさっぱりといただけます♪ 人気があ

るのもうなずける一品でした！

＜主なメニュー＞納豆味噌ラーメン：700円 納豆辛味ラー メ

ン：700 円 チャーシューラーメン：800 円

＜営業＞ 11：00 〜 14：00 と 17：00 〜 22：00

＜定休日＞火曜

スープは豚骨がベースですが白湯ではなく、あくまでも透 き

通った綺麗な琥珀色のスープを作ることに手間をかけてい るそ

うですよ♪
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ここがポイント！

日帰り旅行でも、しっかり「旅れぽ」にできます。

「お釜」だけでなく、急に雨が降って、リフトに

乗って降りて…、とそのプロセスも伝えていま

す。

観光スポットの画像だけではなかなか魅力的な

「旅れぽ」にはなりにくいものです。

これがお釜です！晴れの日なんてすごくいいですよぅ♪湖面

がいろんな色に光るんです。それが見れなくて残念でした！

でも、雨に降られて慌ててリフトで降りたその先で、野うさぎ

に遭遇できたのはラッキー♪最初犬かと思ったんですけどね。

温泉の中でシャッターを切るのは勇気がいりま

す！

これをしないと温泉の情報が伝えられないジレ

ンマに皆さん陥ります。どうしますか？

蔵王温泉街にある大露天風呂！ここは大のお気に入りです♪

緑の中にあって、雰囲気がとてもいいんです♪のぼせてきたら
石の上に座って休んで、たまにお湯を体にかけたりしてのんび
り過ごせますよ♪

スナップ的にさりげなく！

旅の感じが自然に伝わってきます。

言葉の表現もちょっと工夫することで、さらに

魅力的に仕上がっています。

40

山形の観光地って、玉こんがないところはないって感じですよ

ね。見てください！この味のしみた玉こん！そしてキリンレモン

で湯あがりシュワシュワです！



旅れぽ「Ｗ杯 2002体験記」by 前川道博

http://www.mmdb.net/mmapping/wcup/

■概要
２００２年最大のイベント、「FIFAワールドカップ Korea/Japan」の体験をつづった長大な「旅れぽ」です。

「旅れぽ」は、皆さんには「Ｍｙ旅れぽ」を一つのサイトにして生涯かけて末長く作ることをおすすめしています。

このサイトは、このＷ杯の体験記だけで膨大なものになることが想定されたので、「Ｗ杯２００２」だけで一括りの

サイトにしました。

■ねらい
見聞したこと、感じたこと、考えたこと、発見した面白いもの、体験したことなど、「つれづれなるままに」。

常識的な分量を遙かに超えています。数百の画像クリップ。

人に見てもらうというよりは、自分の体験を丸ごと記録に残してみよう、という可能性への挑戦です。

日本中、世界中を熱狂させたＷ杯の関心の高さ、広がりの割に、個人が発するＷ杯情報があまりに少ないのはおか

しい。個人がそれぞれの「自分のＷ杯」を表現しようとしたら、果たしてどのようなものになるのだろうか。インタ

ーネットが普及した時代、もっと一人一人がそれぞれの情報を豊かに表現してよいのではないか、といった問題意識

か ら創作意欲が湧いてきたというのがそもそもの動機です。

ある意味、実験的な試みかもしれません。おそらくそこから、マスコミを通して伝えられたＷ杯とは全く違う、個

人体験・個人的な認識対象としてのＷ杯像が伝えられるのではないかと考えています。

見る側からすれば情報が多すぎるのでは？と思われるかもしれません。しかし、Web サイト（ホームページ）はい

くらでも載せたいだけの情報を載せることができます。これが紙媒体の「写真アルバム」や「書籍」などと違う点です。

載せたい情報は、人それぞれにたくさんあるはずです。

あなたはどのように判断なさいますか。

■フォルダの構成
訪れる旅先ごとに「カテゴリ」を括る構成です。

●チケット入手と旅のプラン（未完成）

●仙台とアズーリ（未完成）

●新潟へ行く（未完成）

●宮城へ行く（未完成）

●ソウルへ行く

●ウルサンへ行く

●クァンジュへ行く

●韓国４強の興奮

●韓国は梅雨入り、日本へ戻る（未完成）

地域は大まかに次のように分けています。

●山形県

●新潟県（未入力）

●福島県

●宮城県（未入力）

●インチョン

●ソウル

●ウルサン

●プサン

●プサン〜クァンジュ

●クァンジュ
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山形県庁でのＷ杯テレビ観戦禁止令。たいへん有名になり

ました。この話題は別のページで扱うことにしましょう。

朝早く、夜が明ける頃に、その話題の県庁前を通り、韓国

へＷ杯観戦に出かけるため、福島空港へ向かいました。

２泊３日で、この週末、準々決勝２試合を観戦して回ると

いう強行軍です。飛行機など乗り物の乗り継ぎ、現地情報の

g e tなど果たしてうまくいくのでしょうか。期待と不安の入

り混じる出発です。

■早朝に山形を出発

■福島空港、そういえばアルゼンチン…

福島空港に着くと、アルゼンチン国旗がたなびいていまし

た。アルゼンチン歓迎の看板も。そうでした。アルゼンチン

のキャンプ地はＪビレッジでしたね。最寄りの空港がここ

だったか、と再認識です。

優勝候補最有力と目されていたアルゼンチンのグループ

リーグ敗退。振り返ってみれば、フランスの敗退と共に大き

な番狂わせの大会でした。

■いよいよ韓国へ！

インチョン国際空港行きの飛行機の中、何ともすでにＷ杯

の気分を盛り上げてくれています。機内のモニタでずっとＷ

杯の映像が流されていました。

福島を発って約２時間、下界にインチョン市街が見えてき

ました。国際線がキンポ空港からインチョン空港に変わって

からは初めての韓国です。島々が遠浅の干潟状の海に点在し

ている様子が実によくわかりました。Ｗ杯に向け開港したイ

ンチョン周辺の風景がまず出迎えてくれました。

■インチョン空港・Ｗ杯歓迎ムード

飛行機からインチョン空港に降り立ちました。Ｗ杯共催国

・韓国の表玄関です。ディスプレイ、広告、その他、Ｗ杯の

環境作りもさすがです。力がこもっているという快い第一印

象を受けました。Ｗ杯開催国にやってきたという思いを新た

に します。

■ソウル！ 素晴らしい環境美化

いよいよソウルへ入って来ました。遠くに延々と高層ア

パート群が見えます。そう言えば、1990 年代、キンポ空港周

辺の田畑・林野に建設中だった、あの頃のアパートです。

インチョン空港に国際線が移って、バスの通過路も変わり

ました。ハンガンを渡ると間もなく、ソウルワール ドカッ

プ競技場が見えました。これもちょっと感動です。道の花壇

もきれいに整えられて、環境美化も素晴らしい！ 実にキメ

細かく環境整備がされて、準備万端、Ｗ杯を迎えたというところで

しょう。

■赤い垂れ幕「あっぱれ、太極戦士！」

ソウル市庁前周辺の風景。５年ぶりなので大変懐かしい思

いです。また来ましたねえ。

先ほどから何度となく見てきた「S EOUL WE LCOME S T HE

WORLD」の看板。ヨンセ大学の前だけでなく、何ヶ所にも出て

いました。

その隣に赤い垂れ幕。ありましたねえ。「あっぱれ、太極戦

士！ 優勝に向かって突進しろ！！」このメッセージも凄い

ここがポイント！
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旅のスタートは旅への思いを語る最

良のチャンスかも。

何気ない見慣れた風景も活きてくる

かも。ともかく風景などを撮ってお

くと後で役立ちます。

このＷ杯の旅では、「Ｗ杯」に関する

ものは何でも撮っています。

その画像から連想したこと、思った

ことなどはためらわず何でも書きま

しょう。

道中（機内）の様子など思い出して

書いてみるだけでも旅の様子がよく

伝えられます。

旅先の第一印象は大切です。まず目

にしたものなどを撮りましょう。後

からでも旅の感興がよみがえります。

バスの移動も旅の大切な体験記。見

たこと、感じたこと、いろいろ書

いておくと何十年経っても記憶が失

せ ません！

赤い垂れ幕はインパクトがあります。

印象的なものはズバッと大きく出し

ましょう。

外国語がわからなくても「何て書い

てあるんだろう」などと表現できま



ソウル市庁前広場。やはりここを見ないと韓国へＷ杯を見

に来た意味がありません。韓国サポーターの聖地といったら

いいのでしょうか。韓国戦のたび、この一帯を赤いサポーター

が埋め尽くすわけです。この日は韓国戦がなく、普通に道路

を車が走っています。この日の翌日２２日、私が観戦に行く

スペイン×韓国戦の時にはここがサポーターで埋め尽くされ

ることでしょう。この広場周辺のビルに高く据えられた大型

モニタにＷ杯の試合が映されるんですねえ。

■ソウル市庁前、韓国サポータの聖地？

■ソウルプラザホテル前の落書き板

そうですか。韓国が優勝ですか。

ソウル市庁の真向かいにあるソウルプラザホテルの前に、

ベニヤ板が立っています。落書き板です。誰もが思い思いの

ことを落書きできる、こういうのもいいものですねえ。

「はたしわ にほんじん」という書き込みもなかなかに面

白い。韓国の人が日本語で書いたのでしょう。「U S A L O V E S

KOREA」。いいですねえ、これも。

■ヒディンクお面！

Ｗ杯グッズは数々あれど、とどめを指すのはこれでしょう。

ヒディンクお面。なかなか粋だと思いませんか？ コリア

チームの快進撃と共に人気沸騰なのがヒディンク監督なのだ

そうで、さすがに高徳の人を敬う儒教国家・韓国の面目躍如

というところです。こういうお面にすら、高徳の人を称える

韓国の精神文化が息づいています。

■やっぱりチョンジュビビンバ！

韓国へ来れば、やっぱりこれです！ 石焼きビビンバ。日

本でももちろん食べることはできますが、本場の味にはかな

いません。石焼きビビンバの本場、チョンジュに行かなくも、

本場の味がソウルで味わえるのがこの店です。ああ、何かやっ

と韓国へ来たという満足感が増して来ました。

ミョンドンの飲食店もまた数々ありますが、日本人旅行客

に特に有名なのがこの店です。『地球の歩き方』。どうもこれ

が情報源になっていて、皆がここに立ち寄るみたいです。

■ミョンドンホンモノ、街中の日本語

この和服を着たお姉さんのタスキ。もちろん顔が写るとま

ずいですから、顔はフレーム外です。お店も伏せておきます。

「ミョンドン・ホンモノ・タウン」。これを見て、「ホンモノ」

と書かれていることに気づく日本人は多くないはずです。

５年ぶりにミョンドンにきて気づくこと。日本語が目立っ

て増えてきました。店の案内など、ハングルと共に日本語で

出ています。昔からちょっと変な日本語はあったのですが、

これを見ると全く違和感のない、質の高い日本語です。日本

人客も増えてきた、ということのあらわれでしょうか。

■スポーツ紙とウルサン上空

飛行機に乗る前、キンポ空港でスポーツ新聞を買ったんで

すが、搭乗する時に新聞を乗客に無料配布していました。飛

行機に乗れば新聞が getできるんですね。

これは「スポーツソウル」です。言うまでもなく、４強を

目指す韓国代表の話題ばかりです。これから見に行くのはド

イツ・アメリカ戦ですが、あまり話題にはなっていないよう

でした。強豪スペインに韓国が勝つのだろうか、常識的には

あまりあり得ませんが、韓国代表の快進撃、国をあげての盛

り上がりの中ですから、どうなるかわかりません。「２２日＝

勝利の日」、うーん、あり得ますね。

ここがポイント！

旅のメインスポットは、しっかり一

つのトピックで扱いたいものです。

偶然に発見した面白そうなものは画

像に残して、紹介しましょう！

韓国優勝という予想はなかなかにご

当地の熱狂を伝えていて面白い。

こういうインパクトのある風景は

しっかり撮っておきましょう！

撮りそこなうと後で後悔します。

旅先の食事も面白いネタです。

旅れぽのネタは、風景だけではあり

ません。ありとあらゆるものがネタ

になります。

ソウルの街中になぜ「和服姿」なの

でしょうか。なぜかな？と思った

も のはシャッターチャンスです。

ただし、こういう場合、人の顔なので、

そのプライバシー、肖像権には気を

つけないといけません。

Ｗ杯の状況を伝えるネタとして、ス

ポーツ新聞がけっこう役立つことに

気づき、画像に収めておきました。

こうすることで、旅の臨場感のよう

なものが伝えやすくなります（言葉

だけでは伝わらないものがあり

ま
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会場に着いて、競技場に歩いて向かうときが一番ワクワク

する瞬間です。朝、福島を発って、ソウルにも立ち寄り、夜

にはウルサンでＷ杯を見れるわけですから、言うことありま

せん。Ｗ杯の祝祭的な雰囲気、会場に来ると早くも伝わって

きます。

■ウルサンムンス蹴球競技場！

■世界一美しいウルサン競技場？

ウルサンムンス蹴球競技場に入りました。Ｗ杯の次期ドイ

ツ大会の実行委員長をつとめるベッケンバウアーが、世界中

で最も美しいサッカースタジアムと絶賛したと言います。ど

んな凄いスタジアムなのでしょうか。

まだ時刻は 19:30 前。試合開始までまだ約１時間ありま

す。競技や選手の様子など、フィールド内の様子は、FIFA の

Copyright かも知れませんので、これ以降、載せるのはなる

べく遠慮します。

■売店に弁当がない文化の国

日本と違っていたこと。そう、弁当というものが売られて

いません。何なのでしょう、これ。新潟でも宮城の会場内で

も弁当はたくさん売られていましたし、当然、会場で弁当が

買えるだろうとたかをくくっていました。腹の足しになるも

のがそもそも品薄、大半が売り切れです。キンバップ…売り

切れ。他に何があるかというと、ピーナッツ、ソーセージ、

ポテチ、ドーナツ、…。まともに残っているのはソーセージ

だけでした。何か国の文化の違い、というのを感じました。

■おやおや、椅子を階段にする人々

おやおや、これは！ 椅子は階段ではないんですよ！ 一

人や二人ではない方が椅子づたいに自分の席へとやってきま

す。おまけに椅子の面に靴底の跡がペタペタ付いていきます。

ベッケンバウアーが客席に死角がない素晴らしいスタジアム

と絶賛したというウルサン競技場の一側面です。サッカーの

本場、ヨーロッパのスタジアムではどういう状況なのでしょ

うか。ここへ来てみれば、そうせざるを得ないというもので

■ドイツ４強、感動の余韻

試合が始まったら、凄い凄い！ ドイツのキーパー、カー

ンのファインセーブばかりが目立ちました。結局、アメリカ

の優勢ながら、１点を守ったドイツがベスト４進出を決めま

した。ホントにいい試合を見せていただきました。

アメリカは負けこそしましたが、これからの時代はアメリ

カのような、機能的に攻撃のできるチームが勝ちあがる時代

になっていくのかな？と、新しいサッカーの時代の到来を予

感させるような試合でもありました。ウルサンくんだりまで

来た甲斐があったというものです。大満足！です。

■プサン・バスターミナルに到着！

バスがプサン総合バスターミナルに着くやいなや乗客が一

目散に地下鉄の駅目指して飛び出していきました。

もの凄いスピードでバスが突っ走るのは韓国ではめずらしい

ことではありません。昔からこういう突っ走り方をしていま

した。日本ではちょっと考えられません。

ターミナル到着の時に、運転手が地下鉄の最終便の時刻を

告げて、バス内で爆笑が起こりました。あと２，３分という際

どい時間だったのです。

ここがポイント！

意外に難しい、感動の瞬間？

場所や状況によっては撮った画像を

出してはいけないことがあるので、

そういうことにも注意しましょう。

会場の様子からいろいろネタ探しを

しています。ちょっと気づいたこと

が即ネタになります。

ネタとちょっと関連した画像があれ

ば、結構、その挿し絵として使えます。

撮影禁止は明示されていませんが、

なるべく遠慮して、局所的な風景だ

け撮っています。

こういうどうでもよいこともネタに

なります。

試合終了後しばらくたった後の風景

でも、試合の様子を伝えることはで

きます。

こういうショットは、その場で臨機

応変に撮らないと撮り損ないます。

その状況を簡単に説明すると、どう

いう意味の映像なのかがわかります。
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周囲は赤い服を着た人ばっかりです。当然ですね。９割方、

真ッ赤ッかでしょうか。よく見れば、Be the RedsのＴシャツ、

バリエーションがありますね。テーグッキがスカートにもな

るし、ノースリーブの Be the Redsもあります。

この日の試合は、スペイン対韓国。どちらの国のユニフォー

ム色も赤です。上の人の服。奥の人のサポーター服はスペイ

ン代表のユニフォームですが、後ろの人の服は Be the Reds

です。

■赤いサポーター服いろいろ

■戦勝に湧く車と人びと

クァンジュ競技場の外へ出てみれば、信じられないような

もの凄い光景が目に飛び込んで来ました。道を行く車から人

が体を乗り出したりしながら、テーグッキを振って韓国の勝

ラクションでも鳴らし続けています。それも次から次へと歓

喜の車がやって来ます。ついさっきまで競技場で試合を見て

いたわけですが、実はそこが狭い場所だったと実感です。

■熱狂の中、進まないタクシー

いやあ、何とももの凄い状況に飲み込まれたものです。クァ

ンジュの目抜き通り、クムナムノに入ってからタクシーが殆

ど動かなくなりました。前方を見れば、歓喜の車の数々が路

上で韓国勝利に湧き立っています。

タクシーはそれでもちょっとずつは前に進んでいます。こ

のタクシーのすぐ隣に荷台に何人も人を積んだトラックが

やってきて、この人たちが私にＶサインを送ってきたので、

Ｖサインを返してあげました。

■クァンジュ市民の熱狂とゴミの山

タクシーを降りました。市民が韓国勝利に熱狂する様はタ

クシーの中から見えていましたが、大通りを歩いてみてさら

にびっくりしたのはゴミの山です。それも半端な量ではあり

ません。物凄い物量です。

清掃車が繰り出しています。市民ボランティアでしょうか。

市職員でしょうか。せっせとゴミを清掃車に運んでいます。

途方もない量の多さで清掃はいつ終わるともしれません。夜

通しかもしれません。市民挙げての大応援だったのでしょう。

■全南道庁前、応援の熱狂は夢のあと…

スペイン×韓国戦の時には、チョッラナムド道庁前には、

物凄い数の市民が集まって街頭応援を繰り広げたようでし

られていますが、ここに生中継された試合が映し出されて、

市民が街頭応援したのでしょう。

22:44。もうこの時間になると、その余韻は消えて、人はか

なり少なくなっています。昼間の興奮の余韻を味わいたいと

いう人が、道庁前に少し集まっているようでした。

■赤いＴシャツにテーグッキのスカート

Be the Redsの赤いＴシャツ。男女を問わず、誰もが来

ています。何千万着かが売れたという話を聞いていました。

ファッションという域を超えた全国民的なムーブメントと

言ってよいものでしょう。非常にカジュアルに着こなしてい

る、という印象を受けます。

もう一つ興味深いのはテーグッキです。これもバカ売れし

たはずです。国旗が衣装替わりになるのも面白い現象です。

マントのように背中にまとうだけでなく、女性はスカート替

わりに腰に巻きつけています。

ここがポイント！

ついつい人の顔が写ってしまい

ま す！

個人の顔が勝手にネット上に出ると

具合悪いので、扱いには注意しましょ

韓国人の熱狂ぶりにはビックリでし

た。

利を喜んでいます。テーハンミングッ・コールも凄いし、ク 「ビックリした」と表現してもよいで

すが、左のように少し距離をおいた

視点で再現するという表現もありま

顔がなるべく写らない画像をチョイ

スしています。

写った顔は全部塗りつぶしました。

クァンジュのゴミの山を報道したの

はおそらくこのサイトが初めて？

旅人の視点だから捉えられたの

か も？

静と動の対比もメリハリをつけます。

た。道庁前に据えられた超大型の街頭モニタ。カバーを掛け 「祭りの後の風景」の静けさ。前後が

にぎやかな風景の連続の中に静かな

余韻のある場面は印象的になります。

撮影はさりげなく！

面白そうなモノは撮っておきたいも

のですが、人にカメラを向けるとき

はさりげなくさっと撮ってすませま

しょう！
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